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	米国「臨界前核実験」に対する抗議打電行動の取り組みについて


※　各地方本部止め、組合事務所にＦＡＸを有する単組・総支部にのみ地方本部よりＦＡＸで指示をお願いします。

　　報告がついていませんでしたので、再送します。
「米空軍戦闘機・千歳基地訓練移転」に反対するとりくみについて

　日頃のご健闘に心より敬意を表します。

さて、「在日米軍再編に係る千歳基地訓練移転」が、11月8日から19日までの土・日を除く10日間、実施されることが発表されました。

今回の訓練には、米軍から第18航空団(嘉手納)、空自からは第2航空団(千歳)、第3航空団(三沢)、北部航空警戒管制団が参加するとしています。過去３回の「タイプⅠ訓練(【米軍】 FA-18orF15×4~6機、人員約13~70名、【空自】F-15を4~5日間)」から「タイプⅡ訓練（【米軍】F15×12機程度、人員約190名、【空自】F-15×8機程度、F-2×6期程度）」に発展させ過去最大規模となっています。
こうしたことから、北海道平和運動フォーラムとして、北海道ならびに北海道防衛局に対して、「訓練移転中止を求める申し入れ」を行うこととします。自治労としても抗議打電行動を下記のとおり行いますので、ご協力願います。また、11月６日「米空軍戦闘機千歳基地訓練移転反対全道集会」が開催されますので積極的な参加をお願いします。
記

１．防衛大臣に対する抗議打電のとりくみ
　(1)　要　請　先　　防衛大臣　北　澤　俊　美　様

(2)　住　　　所　　〒162－8801　東京都新宿区市谷本村町５－１　防衛省

　(3)　Ｆ　Ａ　Ｘ　　０３－５２６９－３２７０

　(4)　Eメール　　防衛省のサイト　http://www.mod.go.jp/
　　　　　　　　　　　※　画面の右側下にある「ご意見」をクリック

　　　　　　　　　　　→　■防衛省・自衛隊に対するご意見箱
(5)　要請内容（例）11月8日から千歳基地で実施される「米空軍戦闘機の訓練移転」に対し強く抗議します。沖縄嘉手納基地訓練の一部移転・分散は、沖縄の負担軽減とされていたにもかかわらず、嘉手納基地には国内外の米軍基地からの戦闘機飛来が増大し、訓練が強化されています。また、千歳基地移転訓練の強行により爆音・騒音などの被害がもたらされ、道民の不安は増大しています。
　　　　　　　　　　ただちに「訓練移転」を中止するよう要請します。
(6)　とりくみ期間　 １１月　５日（金）まで

２．「米空軍戦闘機・千歳基地訓練移転反対　全道集会」への参加要請

　(1)　名　称　「米空軍戦闘機千歳基地訓練移転反対全道集会」
　(2)　と　き　２０１０年１１月６日（土）１０：３０～
　　　　　　　　　集会終了後、デモ行進を行います。

　(3)　ところ　千歳市　グリーンベルト「おまつり広場」（千歳市幸町４丁目）

　(4)　主　催　連合北海道

　(5)　共　催　北海道平和運動フォーラム　　ほか

　(6)　規　模　１，０００人
「米空軍戦闘機・千歳基地訓練移転」に対する

抗議打電行動の取り組み報告
　　地方本部名　　　　　　　　　　　　単組・総支部名　　　　　　　　　　　　
	
	防衛大臣
	
	

	打電行動実施の有無
	
	
	


· 抗議打電行動を行った先に「○」を記入してください。

　 【報告先】ＦＡＸ　０１１－７００－２０５３
以　上
